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『生物資源経済研究』 第21号の編集を終えて
　今、海外調査でフランスにいます。毎年、今頃の季節、パリ市内で農業見本市 Salon International de 
l'Agriculture が開かれています。9日間で来場者が70万人、家畜が4000頭、膨大な種類の畜産製品や地域の
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より、オランド大統領もかけつけ、今年は生産者から叱責を浴びていました。牛の側にも「私たちは死ぬ」
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いバイイングパワーが発揮されるようになったことがあります。EU のミルクパッケージ規則や市場政策に
より、生産者組織を設け価格交渉力を強めることや、価格監視、不公正取引の排除にはのり出していますが、
対策はさらに模索されており、自由市場よしとの考えの国と、生産割当には戻せないものの調整が必要との
考えの国のなかで、世紀の知恵を絞る時期にさしかかっています。それにしても、何十種類もの際限もない
ほどの牛が厚い敷き藁の上に座ったり立ったりしている姿は感動の迫力で、このような催しができる力はう
らやましい限りです。
　農業や食品産業の抱える課題の解決には国を超えて広く深い議論が必要です。本誌には、これまでの理
論や方法では手の届かない、新しい現実に立ち向かう挑戦的な論稿を掲載していきたいものです。本学で
も年々海外との学術交流を強めていますが、その1つとしてフランスの Agropolis international とドイツの
Göttingen 大学との間で大学院生の研究報告ワークショップを行っています。来年度は、発表論文の特別号を
発行する計画ですのでご期待下さい。
　　2016年3月3日　
 新山　陽子（編集委員長）
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